
平成23年(2011)10月15日(土)　９：３０～１６：３０　　会場：ホテルマロウド軽井沢

会長：折茂賢一郎　西吾妻福祉病院　管理者

開会挨拶

(９：３０～９：４０)　

一般演題Ⅰ （７題）

(９：４０～１０：４０)
座長　国立病院機構

長崎医療医療センター　救命救急センター
髙山隼人　

1 総合医のための小児１次救急トレーニングシステムの開発

　　　　相模原市　国保内郷診療所 土肥直樹　

2 離島において救急標準教育コースを開催することの意義について

　　　　隠岐広域連合立　隠岐病院 加藤一朗

3
卒前の地域医療実習の教育的意義および提言
　～オーストラリアとフィリピンの事例から～

　　　　帝京大学医学部　地域医療学 井上真智子　

4 ATOM (advanced trauma operativemanagement) courseについて

　　　　東京ベイ・浦安市川医療センター外科 宮崎国久　

5 長崎県の「アイランドナースネットワーク」１事業体験報告と支援の実際 

　　　　国立病院機構　長崎医療医療センター 磯野仁美

6
 長崎県の「アイランドナースネットワーク」２派遣者の思い
　～語りの質的分析から～

　　　　活水女子大学　看護学部  竹末加奈 

7 奄美諸島における周産期医療の問題点と長期展望について

　　　　名瀬徳洲会病院　産婦人科  小田切幸平 

基調講演 

(１０：４５～１１：１５)  座長　西吾妻福祉病院  折茂賢一郎 

へき地から考えるこれからの周産期医療と総合医療 

西吾妻福祉病院　院長  伊藤雄二 

一般演題Ⅱ （６題）

(１１：２０～１２：１０) 座長　東京ベイ・浦安市川医療センター　外科 宮崎国久

8 へき地と離島を結ぶ、ドクターヘリとドクタージェットの連携

札幌医科大学医学部　救急集中治療学 浅井康文

9 愛知県におけるへき地救急医療とドクターヘリコプター 

愛知医科大学医学部　地域救急医療学  青木瑠里 

10 ドクターヘリ支援としてのヘリポート運用 

　　　　愛知医科大学医学部　地域救急医療学 井上保介 

11 開設後４年間の院内助産科の実績と医師との連携・協力の必要性

　　　　隠岐広域連合立　隠岐病院助産科 中尾あずさ

12 南西諸島における遠隔離島の重要性と医療支援について

　　　　倉敷芸科大学　生命科学部 三戸惠一郎

13
自治医科大学医学部同窓会東日本大震災支援プロジェクトの釜石地区に
おける活動報告

　　　　隠岐広域連合立　隠岐病院 加藤一朗

平成２２年度調査研究報告

(１２：１０～１２：４０)
座長　帝京大学医学部

ちば総合医療センター地域医療学
井上和男

1 全国の病院前周産期救護の現状調査と教育コースプログラムの開発

　　　　隠岐広域連合立　隠岐病院 加藤一朗

2
へき地・離島における救急活動とドクターヘリの有効活用
　～モデル地区の追加と１１９通報時点の要請について～

　　　　西日本空輸 橋本芳明



昼食・総会

(１２：４０～１３：２５)

会長講演

(１３：３０～１４：１５) 座長　西吾妻福祉病院院長  伊藤雄二 

へき地医療の課題と展望

　　　　西吾妻福祉病院管理者 折茂賢一郎

シンポジウム
「へき地・離島における周産期救急の展望
　～総合医がどこまでできるか～」

(１３：００～１４：５０)
座長　金沢大学医学部

周生期医療専門医養成学
新井隆成

1 産婦人科医の立場から

国立病院機構　長崎医療センター　産婦人科部長 安日一郎

2 小児科医の立場から

横須賀市立うわまち病院　小児科部長病院 宮本朋幸

3 救急医・産科医の立場から

前橋赤十字島病院　産婦人科 鈴木大輔

4 災害医療を経験した立場から

新潟大学大学院　医歯学総合研究科
総合地域医療学講座　特任教授

井口清太郎

特別発言 (テレビ会議システムにて参加) 　　　　

　　　　八戸市立市民病院　救急センター所長  今　明秀 

閉会の挨拶

(１６：２０～１６：３０)　


